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みんなで広げよう！
介護予防



日
田
市
の
平
均
寿
命
と
お
達
者
年
齢

　
「
平
均
寿
命
」
と
は
、
０
歳
の
子
供
が
何
歳

ま
で
生
き
ら
れ
る
か
を
示
す
も
の
で
、
国
が
５

年
ご
と
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
お
達

者
年
齢
」
と
は
、
大
分
県
が
「
要
介
護
２
以
上

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
」
を
健
康
と
し
て

定
義
し
算
出
し
た
も
の
で
、
健
康
に
過
ご
せ
る

年
齢
の
こ
と
で
す
。
こ
の
平
均
寿
命
と
お
達
者

年
齢
の
差
は
、
「
健
康
で
は
な
い
期
間
」
を
意

味
す
る
の
で
、
こ
の
期
間
を
短
く
す
る
た
め
に

介
護
予
防
の
取
組
み
が
重
要
で
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く

な
っ
た
」
「
横
に
な
る
時
間
が
長
く
な
り
、
今

ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
」

な
ど
、
生
活
の
場
面
で
の
変
化
に
気
付
く
こ
と

や
、
自
分
の
体
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
介
護
予

防
の
第
１
歩
で
す
。

フ
レ
イ
ル
と
は

　
人
は
加
齢
と
と
も
に
体
や
心
の
働
き
、
社
会

的
な
つ
な
が
り
が
弱
く
な
り
、
身
体
機
能
の
予

備
能
力
が
低
下
し
、
健
康
障
害
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
と
い
い
、
健
康
と
病
気
の
中
間
的
な
段
階

で
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
要
介
護
状
態

みんなで広げよう！介護予防
１特集　地域で自分らしく暮らすために

問長寿福祉課長寿福祉係☎㉒８２９９（市役所１階）

　みんないずれ歳をとる。心と体の機能が低下し、介護を必要とする日が誰にでもやってきます。皆さん
は、介護予防のために何かを心掛けていますか。食生活や運動など日頃の生活習慣を見直し、私たちにでき
ることから始めていきましょう。

健康
フレイル
（虚弱）

要介護

プレフレイル
（前虚弱）

フレイル度（運動機能）
をチェックしてみよう！

加齢

しっかり対策をとれば
元の状態に戻れます！

□階段を上るのに手すりが必要

□椅子から立ち上がるときに手す
りや杖が必要

□15分位続けて歩いていない
（杖使用の有無は問わない）

□この１年間に転んだことがある

□転倒に対する不安が大きい

３個以上チェックが
付いたら運動（体操）
を心掛けましょう！

▲詳しいフレイルチェックは大分
県ホームページでできます。
　是非ご活用ください。
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男
健康寿命を延ばすため
介護予防の取組みが重要

大
分
県
日
田
市
大
分
県
日
田
市

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
、
早
め
に
気
付
い
て
適
切
に
行

動
す
る
こ
と
で
、
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
次
の
４

つ
の
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
運
動
（
体
操
）…

日
常
生
活
の
活
動
量
を
上

げ
る
。
効
果
的
な
筋
ト
レ
を
行
う
。

②
食
事
（
栄
養
）…

バ
ラ
ン
ス
の
採
れ
た
食
事

を
心
掛
け
、
た
ん
ぱ
く
質
を
多
め
に
と
る
。

③
口
の
健
康…

歯
科
受
診
を
定
期
的
に
行
う
。

し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
。

④
社
会
参
加…

家
族
や
友
人
と
話
す
。
前
向
き

に
社
会
参
加
を
す
る
。
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●
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
を
利
用
し
た
き
っ
か
け

　
旅
行
中
に
脳
出
血
に
な
り
、
市
外
の
病
院
に

入
院
し
治
療
を
し
ま
し
た
。
良
く
は
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
階
段
の
上
り
下
り
が
不
安
な

こ
と
や
顔
を
洗
う
と
き
に
手
が
上
が
ら
な
い

な
ど
、
生
活
に
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
も
う
少
し
動
け

る
よ
う
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
の
面
談

　
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
や
、
体
の
状
態
を
話

し
た
り
み
た
り
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
運
動

機
能
を
向
上
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
Ｃ
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
利
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
リ
ハ
ビ
リ

と
し
て
、
通
所
に
よ
る
運
動
機
能
向
上
と
訪
問

に
よ
る
生
活
環
境
調
整
を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る

「
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
（
以
下
：
サ
ー

ビ
ス
Ｃ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
　
65
歳
以
上
で
要
支
援
１
・
２
の
認
定

を
受
け
た
人
、
又
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
よ
っ
て
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
た
人

■
期
間
　
３
か
月
間
（
最
長
６
か
月
間
）

■
利
用
料
　
１
回
あ
た
り
５
０
０
円
（
所
得
に

よ
っ
て
負
担
額
が
異
な
り
ま
す
）

※

他
に
も
条
件
が
あ
る
の
で
、
利
用
し
て
み
た
い

と
思
う
人
や
手
続
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
の
大
切
さ

　
介
護
予
防
は
、
心
身
機
能
の
改
善
や
環
境
の

調
整
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
生
活
機
能
の
向
上

や
地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
図
る
こ
と
で
、

一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に
わ
た
る
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
や
自
己
実
現
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
介
護
予
防
に
は
、
次
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

・
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
極
力
遅
ら
せ
る

こ
と

・
要
介
護
状
態
に
な
る
の
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

・
す
で
に
介
護
が
必
要
な
場
合
は
、
状
態
が
悪

化
し
な
い
よ
う
努
め
、
改
善
を
図
る
こ
と

　
こ
れ
ら
の
目
的
の
も
と
、
「
他
の
人
と
交
わ

る
場
を
つ
く
る
」
「
意
欲
や
能
力
を
発
揮
で
き

る
場
を
つ
く
る
」
「
一
人
ひ
と
り
と
地
域
の
つ

●
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子

　
み
ん
な
で
体
操
す
る
リ
ハ
ビ
リ
と
、
自
分
の

状
態
に
合
わ
せ
た
個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
を
習
い

ま
し
た
。
ま
た
、
栄
養
指
導
や
口
腔
ケ
ア
に

つ
い
て
の
指
導
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
利
用
期
間
は
、
リ
ハ
ビ
リ
指
導
を
受
け

て
、
毎
日
自
宅
の
周
辺
（
２
０
０
〜
３
０
０

m
）
を
歩
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。

●
３
か
月
の
利
用
期
間
を
通
し
て…

　
運
動
の
習
慣
が
で
き
て
自
宅
周
辺
を
歩
い
て

い
ま
し
た
が
、
長
い
距
離
（
３
㎞
程
度
）
も

歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
孫
と

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
顔
を
洗
う
と
き
に
腕
が
上
が
る
よ
う

に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
家
族
を
は
じ
め
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

地域包括支援センター
センター名 住所 担当地区 電話番号

中央地域
包括支援
センター

中ノ島町 隈庄手・竹田・
田島・豆田 ☎㉓２５５２

西部地域
包括支援
センター

☎㉖００３６日ノ出町
光岡・三花・
小野・大鶴・
朝日・夜明

東部地域
包括支援
センター

☎㉒０２４８石井町１丁目
五和・高瀬・
三芳・西有田・
東有田

南部地域
包括支援
センター

☎57９０１２天瀬町桜竹
前津江・中津江・
上津江・大山・
天瀬

●
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
を
卒
業
し
て
３
年
経
っ
た
今

　
今
も
運
動
の
習
慣
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
地
域
の
人
と
話

し
合
い
、
週
１
回
介
護
予
防
の
た
め
に
集
ま

る
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
は
、
み
ん
な

が
楽
し
み
に
そ
の
日
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
生
き
が
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
目
標

　
コ
ロ
ナ
禍
で
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
落
ち
着
い
た
ら
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
旅
行
に
も
行
き
た
い
で
す
ね
。

▲サービスを利用した当時の
　ことを話す松永さん夫婦

サービスを利用した
松永さん（76歳）

利
用
し
た
松
永
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

リハビリのおかげで、階段
の上り下りや調理も以前の
ようにできるようになり、
家族と外出できるように
なった

皆さんと一緒に体操しなが
ら、長生きしたい

身体を動かして、気持ち
も明るくなり、元気に
なった

体力測定の結果は大きく
変わらないけど、それ以
上に日々の生活が動きや
すくなったので、行って
良かったと効果を感じる

もっと早く運動に取り組ん
でいればよかった

な
が
り
を
つ
く
る
」
な
ど
、
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
す
た
め
に
、
支
え
合
い
な
が
ら
介
護
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に

　
「
も
う
年
だ
か
ら
、
運
動
し
な
く
て
い
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
筋
肉
は
使
わ
な
い
と

細
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
逆
に
使
っ
て
鍛
え

れ
ば
何
歳
で
も
運
動
機
能
は
維
持
・
向
上
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
を
心
掛
け
て
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
介
護
予
防
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

14:00

15:00

15:30

13:30 検温や血圧など健康チェック

準備体操

理学療法士の指導を受けながら体操

休憩

体力測定、栄養チェックなどを受ける

個別のリハビリを行う

終了

通所のタイムスケジュール（例）
短
期
予
防
集
中
サ
ー
ビ
ス
（
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
）
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　国民健康保険制度や後期高齢者医療制度では、加入者が病院にかかったときの医療
費を負担するほか、様々な給付サービスがあります。これらのサービスを受けるため
には、世帯主や病院にかかった人からの申請が必要です。該当する場合は、早めに手
続を行ってください。

交通事故などにあったときは

交通事故など、第三者の行為によってケガや病気を
した場合は、保険証を使って治療を受けることがで
きます。本来、加害者が負担するところを保険者
（国保、後期高齢）が一時的に立て替えて、あとで
加害者等に請求します。必ず上記窓口に届け出てく
ださい。
※届出に必要な書類は上記窓口に備え付けています。

高額療養費の支給
１か月に支払った医療費の自己負担額が高額になった
場合、申請して認められると、自己負担限度額を超え
た金額が高額療養費として支給されます。
※国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の加入者の年齢等
によって、限度額や計算方法等が異なります。

はり、きゅう、マッサージの施術料
市の指定した施術所で、はり、きゅう等の治療を受け
た場合、施術料の一部（１日１回900円、月５回が限
度）を補助します。なお、加入者は補助額を差し引い
た額を施術所で負担することになります。
※指定施術所は上記にお問い合わせください。

コルセット等の治療用装具代
医師が必要と認めた治療用装具の代金は、全額を支払っ
たあとで自己負担割合相当額を超えた金額の払戻しを受
けることができます。

出産育児一時金
国民健康保険加入者が妊娠12週以上で出産（死産・流
産を含む）した場合、出産育児一時金が支給されます。

葬祭費
国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の加入者が亡
くなったときは、喪主に葬祭費が支給されます。

インフルエンザ予防接種
国民健康保険被保険者（65歳未満）が、インフルエン
ザ予防接種に係る費用を医療機関に支払った場合、
1,000円（１人１年度に１回まで）を助成します。
※接種期間は10月から翌年１月末までです。
※申請の受付は翌年度４月末までとなります。

一部負担金の減免・徴収猶予
震災、風水害、火災等の災害によって重大な損害を受
けたり、事業又は業務の休廃止、失業等によって収入
が著しく減少したときは、本人からの申請で医療機関
の窓口で支払う一部負担金の減免を一定期間受けるこ
とができます（収入額には基準があります）。

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

国民健康保険・後期高齢者医療制度の各種サービス

▲

国民健康保険制度の場合
保険証、印鑑、世帯主名義の通帳、個人番号が分か
るもの、その他の指定する書類▲

後期高齢者医療制度の場合
　保険証、本人名義の通帳、個人番号が分かるもの、
その他の指定する書類

※医療機関等への支払いや出生・死亡の翌日から２年を過
ぎると、申請及び請求ができませんのでご注意ください
（インフルエンザ予防接種助成金の申請は接種した翌年
度４月末までの受付です）。

申請に必要なもの

ＤＶ、ストーカーなど
配偶者暴力相談支援センター
婦人相談所☎０９７-５４４-３９００
（平日）午前９時～午後９時
（土・日曜日、祝日）午後１時～５時、午後６時～９時

アイネス（女性総合相談）
☎０９７-５３４-８８７４
女性の悩みや問題に対する助言・情報提供
（平日）午前９時～午後４時30分
※祝日、年末年始を除く。

おおいた性暴力救援センター・すみれ
☎０９７-５３２-０３３０
相談時間：24時間365日
※夜間（午後８時～午前９時）、土・日曜日、祝日、年末年始
はコールセンターが対応。

大分労働局雇用均等室
☎０９７-５３２-４０２５
（平日）午前８時30分～午後５時15分

警察安全相談
大分県警察本部広報課☎０９７-５３４-９１１０
（平日）午前９時～午後５時45分
日田警察署生活安全課☎㉓２１３１
（平日）午前９時～午後５時45分

女性の人権ホットライン
大分地方法務局☎０５７０-０７０-８１０
（平日）午前８時30分～午後５時15分
【強化期間】11月12日㈮～18日㈭
月～金曜日　午前８時30分～午後７時
土・日曜日　午前10時～午後５時

アイネス（男性総合相談）
☎０９７-５３４-８６１４
（平日）午前９時～午後４時30分
※祝日、年末年始を除く。
※男性相談員が応じます。

問まちづくり推進課市民協働･男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

ＤＶＤＶで悩んでいませんか？

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

職場でのセクハラ・性別による差別的扱い

女性の人権問題全般

男性の人権問題全般

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
配偶者やパートナーなど、親しい関係にある人から振る
われる暴力を意味します。その被害は身体だけでなく、
心にも大きな影響を及ぼします。

　暴力を受けることは、「我慢すること」でも「恥ずかしいこと」でもありません。
　下記の相談所にご相談ください。また、ＤＶで困っている人が周りにいたら紹介してください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

身体を傷つける
　殴る、蹴る、物を投げつける、髪を引っ張る、引きずり
回すなど
心を傷つける
　大声で怒鳴る、無視する、生活費を渡さないなど
性的に傷つける
　見たくないのにポルノ雑誌を見せる、中絶を強要する、
避妊に協力しないなど

11月12日～25日までは
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

パープル・ライトアップ
パープル・ライトアップには、女性に対するあら
ゆる暴力の根絶を広く呼び掛けるとともに、被害
者に対して「一人で悩まず、まずは相談してくだ
さい」というメッセージが込められています。内
閣府では期間中、女性への暴力根絶を訴えるパー
プルリボン活動として、東京スカイツリーなどを
紫色（パープル）にライトアップしています。日
田市では、（独）水資源機構大山ダム管理所のご
協力によって、期間中の土・日曜日（11月13、
14、20、21日）に大山ダムをライトアップしま
すので、是非ご覧ください。

2021. 11. 1　広報ひた広報ひた　2021. 11. 1 67



新型コロナウイルスワクチン接種情報⑫

問新型コロナウイルスワクチン接種推進班☎㉒８２４３、㉒８２８１（市役所３階）

接種
無料

【予防接種済証とは】
　ワクチンを接種した人には、接種したワクチンのロット番号シールを貼
付した「予防接種済証」、又は「接種記録書」を接種場所で発行していま
す。これらの書類でワクチン接種済であることを証明することができま
す。自分の接種履歴を示すものなので、大切に保管してください。

【予防接種済証の再発行】
　ワクチン接種後に予防接種済証を紛失した場合等は、下記に申請するこ
とで予防接種済証を再発行できます。
▶対象
　接種時点で日田市に住民票があり、下記に該当する人
・予防接種済証を紛失、破損した人
・接種記録書を所持している人で日田市の接種済証の発行が必要な人（医
療従事者、職域接種者等）

※接種場所で発行された「予防接種済証」や「接種記録書」を持っている人は、ど
ちらもワクチン接種の事実を示す書類になるため、原則再発行の申請をする必要
はありません。
▶必要書類
・申請書　
・本人確認書類の写し
・新型コロナウイルスワクチン接種記録書の写し（医療従事者等）
・委任状（代理人申請の場合。代理人の本人確認書類も必要）
▶申込先　　
　新型コロナウイルス関連相談総合窓口（市役所３階）

新型コロナウイルスワクチン予防接種済証

▲医療機関などで接種を受けた人全員に
　発行している予防接種済証

▲日田市のワクチン
　接種情報はこちら

11月以降のワクチン接種
　広報ひた10月15日号でお知らせした、11月以降にワクチン接種が受けられる市内医療機関と接種予約の方法は下記
のとおりです。
※まだ１回も接種していない人が対象です。
▶実施医療機関
　・一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町）　・聖陵岩里病院（銭渕町）　・日田中央病院（淡窓２丁目）
▶接種日時
　医療機関ごとに接種日や時間帯が異なります。
▶予約方法
　接種希望日の10日前までに下記相談窓口に電話又はファックスでお申し
込みください。
　申込みの際は、氏名・住所・生年月日・接種券番号・連絡先（電話番号
又はファックス番号）をお伝えください。各医療機関の接種できる日時
をお知らせし、予約受付を行います。

※各医療機関への直接申込みはできません。
▶申込先
　新型コロナウイルス関連相談総合窓口（市役所３階）
　☎㉒８２４３、㉒８２８１　　㉒８３１５

市政情報ピックアップ

　令和３年６月４日、日田市内の踏切で落輪防止壁に乗り上げ動けなくなった乗用車と列車の衝突事故が発生しまし
た。踏切での事故を防ぐため、踏切内で車が動かなくなったら次の行動をとってください。

【踏切で車が動かなくなった場合】
発煙筒で合図、又は非常ボタンを押して
ください。踏切での緊急な用件は、下記
まで連絡してください。
☎０１２０‐４０５‐８８９
※非常ボタンは片側のみ設置の踏切もありま
す。全ての踏切に設置されているものではあ
りません。

【踏切内に閉じ込められた場合】
車を前進させポールを押し上げて脱出して
ください。

●踏切で車が動かなくなったら、まず列車を止めましょう！

問ＪＲ九州久留米鉄道事業部
　☎０９４２‐４６‐７７１８
　まちづくり推進課公共交通・交流係
　☎㉒８３５６（市役所６階）

ＪＲ九州からのお願い

●チーム大分ジュニアアスリート発掘事業 ６期生を募集！
　大分県では、県内のジュニア選手を体力テスト等の結果から選考し、オリンピック等の国際大会や国民体育大会等の全
国大会で活躍できる大分育ちのジュニア選手を発掘する「チーム大分ジュニアアスリート発掘事業」を実施しています。

▼対象
　県内在住の小学６年生

▼とき・ところ
①12月 ４日㈯　大分会場
②12月 ５日㈰　中津会場
③12月11日㈯　別府会場
④12月18日㈯　臼杵会場
⑤12月25日㈯　大分会場

▼申込方法
①各小学校に配布の申込用紙を下記に郵送
②県ホームページ（上記二次元コード）から申込み

▼申込先　〒８７０‐８５０３
　大分市府内町３丁目 10番１号
　大分県教育庁体育保健課競技力向上体育班　宛

▼申込期限　各会場の開催日１週間前まで 問大分県競技力向上対策本部事務局☎０９７‐５０６‐５６４２
　スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

▲申込みはこちら
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市政情報ピックアップ

　秋の自然観察会
いろいろなドングリを拾いながら、クスノキの大木に会い
に行こう！

▼とき
　11月13日㈯　午前９時～正午

▼ところ　萩尾公園
※午前８時50分までに萩尾公園管理事務所前駐車場に集合。

▼講師　郷土日田の自然調査会

▼対象　一般

▼募集数　15人（先着順）

▼準備物
　飲み物、帽子、長袖、長ズボンの動きやすい服装

　秋の星空観望会
天体望遠鏡を使って秋の星座や木星・金星・土星などの惑
星、満月の約97％が欠けて見える月食を観察しよう！

▼とき　11月19日㈮　午後６時～８時
※雨天の場合は中止します。

▼ところ　桂林小学校グラウンド
※車でお越しの人はアオーゼ駐車場に駐車してください。

▼講師　日田天文同好会

▼対象　一般

▼募集数　25人（先着順）

　科学実験にチャレンジ！
11月のチャレンジテーマは、「オリジナルキャンドルを
つくろう！」です。

▼とき　11月20日㈯　午前10時～正午

▼ところ　アオーゼ２階　会議室１

▼講師　ひた少年少女発明クラブ

▼対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）

▼募集数　20人（先着順）

問博物館☎㉒５３９４（アオーゼ３階）

●博物館イベントを開催！
　参加を希望する人は、電子申請（各二次元コード）又は博物館に電話でお申し込みください（定員になり次第締め切り
ます）。各イベントは全て無料です。

　日田市文教祭は、芸術文化団体の活動の促進と技術水準の向上、人材育成を図ることを目的に開催しており、市民の人
たちに文化芸術活動の発表の場や鑑賞の機会を提供しています。

各イベントの詳細は右記二次元コードや
市ホームページで確認、又は下記に電話
でお問い合わせください。

日本の鍛冶の歴史や市内にあった鍛冶屋をパネルで
紹介します。また、市内唯一の川津鍛冶工場で鍬を
製作している様子を動画で紹介します。

▼とき
　11月13日㈯～令和４年１月30日㈰
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
※年末年始、月曜日は休館（祝日の場合はその翌日）。

▼ところ　アオーゼ３階　博物館企画展示室

▼入館料　無料

博物館企画展
「鍛冶の歴史と日田の鍛冶屋さん」

【特別行事】
　第57回大分県美術展（書道）巡回展

▼とき
　11月12日㈮～14日㈰　午前10時～午後５時
※最終日は午後４時まで。

▼ところ　アオーゼ１階　多目的ホール

▼入場料　無料

【学校行事】
　日田市小中学校図工美術・書写展

▼とき
　11月26日㈮～28日㈰　午前９時～午後５時

▼ところ
　アオーゼ１階　多目的ホール

▼入場料　無料

【開催中止イベント】
　秋の東洋蘭・おもと展

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ１階）

●第75回日田市文教祭～11月開催分～

　子供の孤食の解消や安全・安心な子供の居場所づくりを目的として、食事の提供と学習支援や体験活動など「子どもの
居場所づくり」事業を日田市内で行う団体等に対して、下記のとおり補助金を交付します。

▼補助対象経費
・開設に必要な設備改修費
・立ち上げアドバイザーの謝金
・食品衛生責任者講習会の受講費
・食器・調理器具・家具購入費
・学習教材費、レクリエーション用具購入費　等

▼補助金交付限度額
・事業開始に要する経費（新規開設費用）　20万円
・事業実施に要する経費（機能強化費用）　10万円
※詳細は右記にお問い合わせください。 問こども家庭相談室こども家庭相談係

　☎㉒８２９２（市役所１階）

●日田市子どもの居場所づくり事業補助金

　日田に移住した仲間同士のつながりをつくりませんか。先輩移住者等で組織する「ひた暮らし応援団」も加わり、交流
の場を広げます。みんなでひた暮らしの楽しみや困り事をシェアしましょう。お子さんの参加も大歓迎です。

▼とき
　12月５日㈰　午前11時～午後１時30分

▼ところ
　三隈川公園（少雨決行）

▼参加費
　無料
※飲食費は各自負担（先輩移住者によるキッチンカーがやってき
ます）。

▼募集数
　40人（先着順）

▼申込期限
　11月25日㈭
※詳細は右記にお問い合わせください。

問ＮＰＯ法人リエラ☎０８０‐８５８２‐５９１４
　ひた暮らし推進室移住促進係☎㉒８３８３（市役所６階）

●移住者交流会を開催！

●第46回日田市消費生活展

問商工労政課商業・消費生活係☎㉒８２３９（市役所３階）

　「ごみ減量とリサイクル」をテーマに、ごみの分別とリサイクル、消費
者被害情報、消費生活相談情報の紹介を行う消費生活展を開催します。

▼とき　11月16日㈫～18日㈭　午前９時～午後４時

▼ところ　市役所１階　ロビー
※新型コロナウイルス感染症の影響で中止になる場合があります。

アンケートにご協力いただいた
人にはボールペン、マイバッグ
をプレゼント！（数量限定）

▲昨年度、移住者交流会の様子
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な

成
長
を
願
う
「
子
供
・
若
者
育
成
支
援
推

進
強
調
月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
来

を
担
う
子
供
や
若
者
た
ち
の
育
成
支
援
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

11
月
17
日
は
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー

大
分
労
働
局
で
は
、
11
月
の
第
３
水
曜
日

を
「
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
と
し
て
、
定

時
退
社
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
長
時
間

労
働
の
削
減
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促

進
は
、
働
く
人
に
と
っ
て
心
身
の
健
康
保

持
・
増
進
、
会
社
に
と
っ
て
は
生
産
性
向

上
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

移
住
奨
励
品
の
申
請
が

簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

市
で
は
、
新
た
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

を
応
援
す
る
た
め
「
移
住
奨
励
品
」
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
申
請
に
必
要

だ
っ
た
「
戸
籍
の
附
票
（
転
入
者
全
員

分
）
」
を
廃
止
し
、
申
請
を
簡
素
化
し
ま

し
た
。
対
象
の
世
帯
で
、
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯

　
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
転
入
し
、

転
入
前
５
年
以
上
日
田
市
外
に
住
民
票

が
あ
り
、
今
後
５
年
以
上
（
転
勤
や
福

祉
施
設
等
へ
の
入
所
は
除
く
）
、
定
住

の
意
志
を
持
っ
て
転
入
し
た
世
帯 

■
補
助
内
容

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

使
え
る
１
万
円
分
の
商
品
券

■
申
請
期
限
　
転
入
日
か
ら
１
年
以
内

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

■
11
月
開
庁
日
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

・
11
月
11
日
㈭
・
25
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
11
月
20
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

し
尿
く
み
取
り
の
名
義
人
が

亡
く
な
ら
れ
た
ご
家
族
へ

し
尿
処
理
手
数
料
の
名
義
人
が
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
と
き
は
、
上
記
に
名
義
変
更

等
の
手
続
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
新
名
義

人
に
か
か
る
「
し
尿
処
理
手
数
料
」
を
口

座
振
替
で
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申

込
み
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
手
続
は
口
座
振
替
依
頼
書
（
市

内
金
融
機
関
、
市
役
所
に
備
付
け
）
に
記

入
・
押
印
し
、
各
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て
か
ら
口
座
振

替
開
始
ま
で
に
１
〜
２
か
月
程
度
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
11
月
10
日
㈬

※
左
記
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

な
ど
を
対
象
に
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
11
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
７
階
　
７
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
９
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

糖
尿
病
予
防
教
室

令
和
２
〜
３
年
度
に
健
康
診
査
を
受
け
た

人
で
、
血
糖
値
が
気
に
な
り
糖
尿
病
に
つ

い
て
学
び
た
い
人
を
対
象
に
、
保
健
師
や

栄
養
士
等
に
よ
る
教
室
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

・
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
病
院
で
治

療
を
受
け
て
い
な
い
人

・
令
和
２
〜
３
年
度
健
康
診
査
を
受
け
た

人
で
健
診
結
果
用
紙
を
持
参
で
き
る
人

■
と
き

　
12
月
〜
令
和
４
年
１
月
の
平
日
（
計
５

回
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
募
集
数
　
20
人
程
度

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
19
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

食
品
営
業
届
出
制
度

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、
営
業
許
可

を
要
す
る
業
種
以
外
の
食
品
等
事
業
者
を

対
象
と
し
て
、
営
業
届
出
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
届
出
対
象
外
の
業
種
を
除
く

全
て
の
食
品
等
事
業
者
が
営
業
を
始
め
る

際
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。
す

で
に
営
業
中
の
事
業
者
は
、
下
記
期
限
ま

で
に
届
出
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
提
出
期
限
　
11
月
30
日
㈫

※
詳
細
は
大
分
県
西
部
保
健
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所
衛
生
課

　
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

エ
イ
ズ
早
期
発
見
の
た
め
に
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査
を
夜
間
に
実
施
し
ま
す
。
早
期
発
見
の

た
め
に
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
３
日
㈮
　
午
後
５
時
〜
６
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
西
部
保
健
所

■
検
査
費
　
無
料

■
内
容

　
問
診
・
採
血
（
匿
名
・
人
数
制
限
有
）

※
採
血
後
約
１
時
間
で
検
査
結
果
を
お
伝
え
し

ま
す
。

■
申
込
方
法
（
要
予
約
）

　
大
分
県
西
部
保
健
所
に
電
話
で
申
込
み

問
大
分
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

　
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
対
象
の

無
料
健
康
診
断

大
分
県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

人
（
両
親
、
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子

爆
弾
被
爆
者
）
で
、
大
分
県
内
に
在
住
の

人
を
対
象
に
、
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

■
と
き

　
11
月
１
日
㈪
〜
令
和
４
年
１
月
11
日
㈫

■
申
込
方
法

　
大
分
県
西
部
保
健
所
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈫

※
詳
細
は
大
分
県
西
部
保
健
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所

　
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
３
年
中
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全

額
で
す
。
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
届
い
た
ら
、

大
切
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

令
和
３
年
度
日
田
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
企
画
展

令
和
２
年
度
及
び
平
成
の
時
代
に
日
田
市

が
実
施
し
た
発
掘
調
査
な
ど
の
成
果
を
写

真
や
パ
ネ
ル
で
解
説
し
、
出
土
遺
物
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
８
日
㈪
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
･
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館
。

■
と
こ
ろ

　
日
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
萩
尾
公
園
隣
接
）

■
入
館
料
　
無
料

■
展
示
遺
跡
　
城
下
町
遺
跡
（
豆
田

町
）
、
史
跡
咸
宜
園
跡
（
淡
窓
二
丁

目
）
、
徳
瀬
遺
跡
（
大
字
友
田
）
、
長

者
原
遺
跡
（
大
字
石
井
）
、
平
島
横
穴

墓
群
（
大
字
東
有
田
）
、
朝
日
天
神
山

古
墳
群
（
大
字
小
迫
）

問
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会

大
分
県
内
の
企
業
１
０
０
社
以
上
が
参
加

す
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
県
内
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い

る
学
生
や
保
護
者
は
、
是
非
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
田
市
内
企
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

　
11
月
10
日
㈬

　
午
後
５
時
〜
８
時
40
分

　
11
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時
40
分

※
そ
の
他
の
日
程
及
び
参
加
企
業
の
詳
細
は
、

上
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
上
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

問
大
分
県
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
開
催
事

務
局
☎
０
９
０
‐
９
６
５
６
‐
５
４
１
９

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
金
の
お
困
り
ご
と
相
談
会

大
分
県
で
は
、
多
重
債
務
者
相
談
強
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
取
組
み
と
し

て
、
一
般
消
費
者
や
事
業
者
を
対
象
と
し

た
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

　
借
金
の
返
済
や
家
計
管
理
に
関
す
る
相

談
、
中
小
企
業
向
け
相
談
な
ど

■
と
き

　
11
月
11
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
大
分
財
務
事
務
所
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限

　
11
月
10
日
㈬

問
大
分
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
８
８

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
講
演
会

秋
季
企
画
展
「
咸
宜
園
の
門
下
生
」
の
開

催
に
合
わ
せ
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
６
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
講
師
　
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

　
小
野
修
三 

氏

■
演
題
　
「
明
治
憲
法
下
の
立
憲
主
義
者 

清
浦
奎
吾
」

※
申
込
不
要
。
定
員
１
４
０
人
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

経
営
改
善
や
新
た
な
事
業
展
開
に
国
の
補

助
金
活
用
を
考
え
て
い
る
事
業
者
を
対
象

に
、
申
請
・
事
業
計
画
書
作
成
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
12
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階
■
講
師
　
中
小
企
業
診
断
士

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
数

　
８
人
程
度
（
１
事
業
者
に
つ
き
１
人
）

■
申
込
方
法

　
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
込
み

問
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

出
張
え
ん
む
す
部

県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
の
会

員
登
録
が
で
き
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
14
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右
記
二

次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
関
係
者
を

対
象
に
、
家
庭
で
の
接
し
方
や
保
育
、
教

育
等
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
12
月
10
日
㈮
　

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈪に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
別
館
３
階
　
大
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈫
　

問
【
高
校
生
未
満
】
学
校
教
育
課
指
導
係

　
☎
㉒
８
３
２
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

　
【
高
校
生
以
上
】
大
分
県
立
盲
学
校

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

日
田
公
証
役
場
が
移
転
し
ま
し
た

日
田
公
証
役
場
が
左
記
の
と
お
り
移
転
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
住
所
　
〒
８
７
７
‐
０
０
２
４

　
南
元
町
５
番
28
号

※
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
日
田
公
証
役
場
☎
㉔
６
７
５
１

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

在
職
者
セ
ミ
ナ
ー

①
「
エ
ク
セ
ル
関
数
講
座
」

　
関
数
の
基
本
的
な
使
い
方
か
ら
実
務
で

活
用
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
「
１
級
建
築
大
工
技
能
検
定
講
座
」

　
１
級
建
築
大
工
技
能
検
定
課
題
の
原
寸

図
の
描
き
方
と
材
料
へ
の
墨
付
け
方
法

を
受
講
で
き
ま
す
。

□
と
き

①
12
月
２
日
㈭
、
３
日
㈮
、
６
日
㈪
、
７

日
㈫

　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

②
12
月
５
日
㈰
、
12
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

□
と
こ
ろ

　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
対
象

　
企
業
等
に
在
職
し
て
い
る
人

□
受
講
料
　
無
料

□
募
集
数

　
各
10
人
（
先
着
順
）

□
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限

①
11
月
19
日
㈮

②
11
月
26
日
㈮

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集
（
一
般
前
期
）

□
科
名

・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

・
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

□
募
集
期
間

　
11
月
29
日
㈪
〜
令
和
４
年
１
月
13
日
㈭

□
試
験
日

　
令
和
４
年
１
月
16
日
㈰

□
と
こ
ろ

　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
授
業
料

　
無
料
（
教
科
書
等
の
実
費
必
要
）

□
募
集
数

　
各
20
人

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

第
81
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

雨
漏
り
、
建
具
等
住
ま
い
の
傷
み
に
つ
い

て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
0
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

11
月
開
催
行
事

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

各
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
無
料
で
す
。
申
込
み

は
、
電
子
申
請
又
は
左
記
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
企
画
展
「
鍛
冶
の
歴
史
と
日
田
の
鍛
冶

屋
さ
ん
」
】

日
本
の
鍛
冶
の
歴
史
や
市
内
に
あ
っ
た
鍛

冶
屋
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

市
内
唯
一
の
川
津
鍛
冶
工
場
で
鍬
を
制
作

し
て
い
る
様
子
を
動
画
で
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
13
日
㈯
〜
１
月
30
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

※
年
末
年
始
、
月
曜
日
は
休
館
（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）
。

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
博
物
館
企
画
展
示
室

■
入
場
料
　
無
料

【
秋
の
自
然
観
察
会
】

い
ろ
い
ろ
な
ド
ン
グ
リ
を
拾
い
な
が
ら
、

ク
ス
ノ
キ
の
大
木
に
会
い
に
行
こ
う
！

■
と
き
　
11
月
13
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
萩
尾
公
園

※
午
前
９
時
50
分
ま
で
に
萩
尾
公
園
管
理
事
務

所
前
駐
車
場
に
集
合
。

■
対
象
　
一
般

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
準
備
物
　
飲
み
物
、
帽
子
、
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
の
動
き
や
す
い
服
装

【
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

11
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
は
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
つ
く
ろ
う
！
」
で
す
。

■
と
き
　
11
月
20
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
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こころちゃん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
中
止
イ
ベ
ン
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

左
記
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
ま
す
。

①
前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭

②
大
野
楽

問
前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
53
２
１
１
１
（
前
津
江
振
興
局
内
）

飲
食
店
取
引
事
業
者
等
支
援
金
の

申
請
は
11
月
30
日
ま
で

大
分
県
が
行
う
飲
食
店
等
の
営
業
時
間
短

縮
要
請
に
よ
っ
て
直
接
影
響
を
受
け
た
事

業
者
に
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。
早
め
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　
11
月
30
日
㈫
（
消
印
有
効
）

問
日
田
市
企
業
支
援
窓
口

　
☎
㉒
８
３
４
０
（
市
役
所
５
階
）

最
低
賃
金
の
確
認
を

大
分
県
（
地
域
別
）
最
低
賃
金
額
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
大
分
県
内
で
雇
用
さ
れ
る

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
最
低
賃
金
額
　
８
２
２
円

問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年
分
以
降
の

年
末
調
整
説
明
会
を
取
り
や
め
ま
す

例
年
11
月
に
税
務
署
で
開
催
し
て
い
た
年

末
調
整
説
明
会
は
、
令
和
３
年
分
以
降
は

実
施
し
ま
せ
ん
。
不
明
な
点
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
年
末
調
整
特
集
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
「
税
務
職

員
ふ
た
ば
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に

深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
の
意
義
や

役
割
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と

で
、
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
く
ら
し
を
支
え
る

税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設

け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
み
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

問
日
田
税
務
署
総
務
課

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

毎
年
11
月
は
「
子
供
・
若
者
育
成

支
援
推
進
強
調
月
間
」

毎
年
11
月
は
、
子
供
・
若
者
の
健
や
か
な

成
長
を
願
う
「
子
供
・
若
者
育
成
支
援
推

進
強
調
月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
来

を
担
う
子
供
や
若
者
た
ち
の
育
成
支
援
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

11
月
17
日
は
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー

大
分
労
働
局
で
は
、
11
月
の
第
３
水
曜
日

を
「
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
と
し
て
、
定

時
退
社
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
長
時
間

労
働
の
削
減
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促

進
は
、
働
く
人
に
と
っ
て
心
身
の
健
康
保

持
・
増
進
、
会
社
に
と
っ
て
は
生
産
性
向

上
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

移
住
奨
励
品
の
申
請
が

簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

市
で
は
、
新
た
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

を
応
援
す
る
た
め
「
移
住
奨
励
品
」
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
申
請
に
必
要

だ
っ
た
「
戸
籍
の
附
票
（
転
入
者
全
員

分
）
」
を
廃
止
し
、
申
請
を
簡
素
化
し
ま

し
た
。
対
象
の
世
帯
で
、
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯

　
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
転
入
し
、

転
入
前
５
年
以
上
日
田
市
外
に
住
民
票

が
あ
り
、
今
後
５
年
以
上
（
転
勤
や
福

祉
施
設
等
へ
の
入
所
は
除
く
）
、
定
住

の
意
志
を
持
っ
て
転
入
し
た
世
帯 

■
補
助
内
容

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

使
え
る
１
万
円
分
の
商
品
券

■
申
請
期
限
　
転
入
日
か
ら
１
年
以
内

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

■
11
月
開
庁
日
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

・
11
月
11
日
㈭
・
25
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
11
月
20
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

し
尿
く
み
取
り
の
名
義
人
が

亡
く
な
ら
れ
た
ご
家
族
へ

し
尿
処
理
手
数
料
の
名
義
人
が
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
と
き
は
、
上
記
に
名
義
変
更

等
の
手
続
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
新
名
義

人
に
か
か
る
「
し
尿
処
理
手
数
料
」
を
口

座
振
替
で
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申

込
み
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
手
続
は
口
座
振
替
依
頼
書
（
市

内
金
融
機
関
、
市
役
所
に
備
付
け
）
に
記

入
・
押
印
し
、
各
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て
か
ら
口
座
振

替
開
始
ま
で
に
１
〜
２
か
月
程
度
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
11
月
10
日
㈬

※
左
記
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

な
ど
を
対
象
に
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
11
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
７
階
　
７
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
９
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

糖
尿
病
予
防
教
室

令
和
２
〜
３
年
度
に
健
康
診
査
を
受
け
た

人
で
、
血
糖
値
が
気
に
な
り
糖
尿
病
に
つ

い
て
学
び
た
い
人
を
対
象
に
、
保
健
師
や

栄
養
士
等
に
よ
る
教
室
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

・
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
病
院
で
治

療
を
受
け
て
い
な
い
人

・
令
和
２
〜
３
年
度
健
康
診
査
を
受
け
た

人
で
健
診
結
果
用
紙
を
持
参
で
き
る
人

■
と
き

　
12
月
〜
令
和
４
年
１
月
の
平
日
（
計
５

回
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
募
集
数
　
20
人
程
度

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
19
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

食
品
営
業
届
出
制
度

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、
営
業
許
可

を
要
す
る
業
種
以
外
の
食
品
等
事
業
者
を

対
象
と
し
て
、
営
業
届
出
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
届
出
対
象
外
の
業
種
を
除
く

全
て
の
食
品
等
事
業
者
が
営
業
を
始
め
る

際
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。
す

で
に
営
業
中
の
事
業
者
は
、
下
記
期
限
ま

で
に
届
出
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
提
出
期
限
　
11
月
30
日
㈫

※
詳
細
は
大
分
県
西
部
保
健
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所
衛
生
課

　
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

エ
イ
ズ
早
期
発
見
の
た
め
に
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査
を
夜
間
に
実
施
し
ま
す
。
早
期
発
見
の

た
め
に
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
３
日
㈮
　
午
後
５
時
〜
６
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
西
部
保
健
所

■
検
査
費
　
無
料

■
内
容

　
問
診
・
採
血
（
匿
名
・
人
数
制
限
有
）

※
採
血
後
約
１
時
間
で
検
査
結
果
を
お
伝
え
し

ま
す
。

■
申
込
方
法
（
要
予
約
）

　
大
分
県
西
部
保
健
所
に
電
話
で
申
込
み

問
大
分
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

　
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
対
象
の

無
料
健
康
診
断

大
分
県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

人
（
両
親
、
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子

爆
弾
被
爆
者
）
で
、
大
分
県
内
に
在
住
の

人
を
対
象
に
、
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

■
と
き

　
11
月
１
日
㈪
〜
令
和
４
年
１
月
11
日
㈫

■
申
込
方
法

　
大
分
県
西
部
保
健
所
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈫

※
詳
細
は
大
分
県
西
部
保
健
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所

　
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
３
年
中
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全

額
で
す
。
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
届
い
た
ら
、

大
切
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

差別につながる？「不寛容」

　11月16日は「世界寛容デー」です。世界寛容
デーは1995（平成７）年のこの日、ユネスコ総
会で「寛容原則宣言」が採択されたことにちな
んで制定されました。
　寛容とは「心が寛大で、よく人を受けいれる
こと。過失をとがめだてせず、人を許すこと」
等を意味する言葉です。この寛容さが足りない
と様々な人権問題につながる可能性がありま
す。
　例えば、特定の国の出身者であること又はそ
の子孫であることのみを理由に、日本社会から
追い出そうとしたり危害を加えようとしたりす
るヘイトスピーチや、ＳＮＳ上などで自分とは
異なる価値観や意見の人に対して、人格の否定
や誹謗中傷等をしたり、コロナ禍で外出する人
やワクチン接種していない人に対して、通院や
体質的にワクチン接種できないなどの事情に配
慮せずに一方的に過剰に非難したりするといっ
た問題が起きています。
　女性、子供、障害のある人、高齢者、外国
人、性的少数者、その他にも様々な属性の人た
ちが共存し、その能力を発揮して活躍できる社
会を目指す上で、誰もが寛容さを持つ必要があ
るのです。
　しかし、寛容さを持つと言っても何でも受け
入れたり、何でも許したりしなければいけない
というわけではありません。無理に自分とは違
う意見に合わせる必要はありませんし、明らか
な間違いやミスは指摘した方が良い場合もあり
ます。重要なのは、お互いに相手を尊重して
「そういう考えの人もいる」と受け止めること
ではないでしょうか。そうすることで、たとえ
意見が食い違っても、攻撃的にならず建設的な
議論ができるはずです。また、相手が明らかに
間違っている場合であっても、それを指摘する
際に言い過ぎて一方的な非難になっていないか
についても注意が必要です。
　どんな人権問題でも相手の存在を尊重する
「寛容さ」を持つことでより深い理解につな
がっていくのではないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

令
和
３
年
度
日
田
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
企
画
展

令
和
２
年
度
及
び
平
成
の
時
代
に
日
田
市

が
実
施
し
た
発
掘
調
査
な
ど
の
成
果
を
写

真
や
パ
ネ
ル
で
解
説
し
、
出
土
遺
物
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
８
日
㈪
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
･
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館
。

■
と
こ
ろ

　
日
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
萩
尾
公
園
隣
接
）

■
入
館
料
　
無
料

■
展
示
遺
跡
　
城
下
町
遺
跡
（
豆
田

町
）
、
史
跡
咸
宜
園
跡
（
淡
窓
二
丁

目
）
、
徳
瀬
遺
跡
（
大
字
友
田
）
、
長

者
原
遺
跡
（
大
字
石
井
）
、
平
島
横
穴

墓
群
（
大
字
東
有
田
）
、
朝
日
天
神
山

古
墳
群
（
大
字
小
迫
）

問
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会

大
分
県
内
の
企
業
１
０
０
社
以
上
が
参
加

す
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
県
内
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い

る
学
生
や
保
護
者
は
、
是
非
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
田
市
内
企
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

　
11
月
10
日
㈬

　
午
後
５
時
〜
８
時
40
分

　
11
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時
40
分

※
そ
の
他
の
日
程
及
び
参
加
企
業
の
詳
細
は
、

上
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
上
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

問
大
分
県
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
開
催
事

務
局
☎
０
９
０
‐
９
６
５
６
‐
５
４
１
９

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
金
の
お
困
り
ご
と
相
談
会

大
分
県
で
は
、
多
重
債
務
者
相
談
強
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
取
組
み
と
し

て
、
一
般
消
費
者
や
事
業
者
を
対
象
と
し

た
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

　
借
金
の
返
済
や
家
計
管
理
に
関
す
る
相

談
、
中
小
企
業
向
け
相
談
な
ど

■
と
き

　
11
月
11
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
大
分
財
務
事
務
所
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限

　
11
月
10
日
㈬

問
大
分
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
８
８

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
講
演
会

秋
季
企
画
展
「
咸
宜
園
の
門
下
生
」
の
開

催
に
合
わ
せ
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
６
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
講
師
　
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

　
小
野
修
三 

氏

■
演
題
　
「
明
治
憲
法
下
の
立
憲
主
義
者 

清
浦
奎
吾
」

※
申
込
不
要
。
定
員
１
４
０
人
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

経
営
改
善
や
新
た
な
事
業
展
開
に
国
の
補

助
金
活
用
を
考
え
て
い
る
事
業
者
を
対
象

に
、
申
請
・
事
業
計
画
書
作
成
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
12
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階
■
講
師
　
中
小
企
業
診
断
士

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
数

　
８
人
程
度
（
１
事
業
者
に
つ
き
１
人
）

■
申
込
方
法

　
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
込
み

問
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

出
張
え
ん
む
す
部

県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
の
会

員
登
録
が
で
き
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
14
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右
記
二

次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
関
係
者
を

対
象
に
、
家
庭
で
の
接
し
方
や
保
育
、
教

育
等
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
12
月
10
日
㈮
　

Information 11.１ くらしの情報次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈪に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
別
館
３
階
　
大
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈫
　

問
【
高
校
生
未
満
】
学
校
教
育
課
指
導
係

　
☎
㉒
８
３
２
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

　
【
高
校
生
以
上
】
大
分
県
立
盲
学
校

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

日
田
公
証
役
場
が
移
転
し
ま
し
た

日
田
公
証
役
場
が
左
記
の
と
お
り
移
転
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
住
所
　
〒
８
７
７
‐
０
０
２
４

　
南
元
町
５
番
28
号

※
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
日
田
公
証
役
場
☎
㉔
６
７
５
１

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

在
職
者
セ
ミ
ナ
ー

①
「
エ
ク
セ
ル
関
数
講
座
」

　
関
数
の
基
本
的
な
使
い
方
か
ら
実
務
で

活
用
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
「
１
級
建
築
大
工
技
能
検
定
講
座
」

　
１
級
建
築
大
工
技
能
検
定
課
題
の
原
寸

図
の
描
き
方
と
材
料
へ
の
墨
付
け
方
法

を
受
講
で
き
ま
す
。

□
と
き

①
12
月
２
日
㈭
、
３
日
㈮
、
６
日
㈪
、
７

日
㈫

　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

②
12
月
５
日
㈰
、
12
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

□
と
こ
ろ

　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
対
象

　
企
業
等
に
在
職
し
て
い
る
人

□
受
講
料
　
無
料

□
募
集
数

　
各
10
人
（
先
着
順
）

□
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限

①
11
月
19
日
㈮

②
11
月
26
日
㈮

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集
（
一
般
前
期
）

□
科
名

・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

・
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

□
募
集
期
間

　
11
月
29
日
㈪
〜
令
和
４
年
１
月
13
日
㈭

□
試
験
日

　
令
和
４
年
１
月
16
日
㈰

□
と
こ
ろ

　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
授
業
料

　
無
料
（
教
科
書
等
の
実
費
必
要
）

□
募
集
数

　
各
20
人

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

第
81
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

雨
漏
り
、
建
具
等
住
ま
い
の
傷
み
に
つ
い

て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
0
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

11
月
開
催
行
事

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

各
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
無
料
で
す
。
申
込
み

は
、
電
子
申
請
又
は
左
記
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
企
画
展
「
鍛
冶
の
歴
史
と
日
田
の
鍛
冶

屋
さ
ん
」
】

日
本
の
鍛
冶
の
歴
史
や
市
内
に
あ
っ
た
鍛

冶
屋
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

市
内
唯
一
の
川
津
鍛
冶
工
場
で
鍬
を
制
作

し
て
い
る
様
子
を
動
画
で
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
13
日
㈯
〜
１
月
30
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

※
年
末
年
始
、
月
曜
日
は
休
館
（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）
。

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
博
物
館
企
画
展
示
室

■
入
場
料
　
無
料

【
秋
の
自
然
観
察
会
】

い
ろ
い
ろ
な
ド
ン
グ
リ
を
拾
い
な
が
ら
、

ク
ス
ノ
キ
の
大
木
に
会
い
に
行
こ
う
！

■
と
き
　
11
月
13
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
萩
尾
公
園

※
午
前
９
時
50
分
ま
で
に
萩
尾
公
園
管
理
事
務

所
前
駐
車
場
に
集
合
。

■
対
象
　
一
般

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
準
備
物
　
飲
み
物
、
帽
子
、
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
の
動
き
や
す
い
服
装

【
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

11
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
は
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
つ
く
ろ
う
！
」
で
す
。

■
と
き
　
11
月
20
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
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まちの話題

力いっぱい頑張りました
　９月19日、大山小・中学校で秋季大運動会が開
催された。今年も新型コロナウイルス感染症の影響
で練習時間が少ない中でも、「一人ひとりが主役の
舞台～見せろ心の炎～」をスローガンに、手に汗に
ぎる接戦が繰り広げられた。観客席からは温かい声
援と大きな拍手が送られ、子供たちは最後まで諦め
ず全力で競技や演舞に取り組んでいた。

赤羽大臣が天ヶ瀬温泉を視察
　９月11日、赤羽国土交通大臣が令和２年７月豪
雨で被害を受けた天ヶ瀬温泉を視察した。これは、
新型コロナウイルス感染症による観光への影響や、
今後の取組みについて意見交換を行うことを目的と
したもの。意見交換会で、赤羽大臣は「復興支援は
もちろんwithコロナの中で新しい観光のあり方を考
えていかなければならない」と話した。

笑顔でお出迎え、久大本線運転再開！
　９月17日、大雨被害によって一部不通となってい
た久大本線で全線運転を再開した。それに併せて日
田駅では、水郷ひたキャンペーンレディとゆるきゃ
ら「たんそうさん」、観光関係者などが、ゆふいん
の森号のお出迎えをした。約1ヶ月ぶりの運転再開
に乗客からも笑顔が見られ、駅は和やかな雰囲気に
包まれた。

市民健康福祉まつり表彰式典
　10月10日、パトリア日田大ホールで第25回市民
健康福祉まつりが開催された。今年も昨年に引き続
き、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため表彰
式典のみの開催。受賞したのは、福祉委員や長年家
族の献身的な介護をしている人、社会奉仕活動等を
続けている人など合計86人３団体。市長からは感謝
の言葉が、会場からはねぎらいの拍手が送られた。

日田大山

上津江

きれいに咲きますように
　８月29日、小五馬地区の休耕田でひまわりの種
植えが行われた。休耕田の有効活用を目的に始まっ
たこの活動は今回で５回目。今年は小五馬地区の有
志26人が集まり、３時間程かけて35アールの畑に
12,000本分の種を一つずつ丁寧に植えていった。
ひまわりの花が見頃を迎えるのは10月下旬から11
月初旬の見込み。

笑ってる父親に！子育てパパ応援講座
 日々の子育てに奮闘する父親を対象に「子育てパ
パ応援講座」がアオーゼで行われた。９月11日
の「絵本読み聞かせ講座」は今年度２回目の開講
で、ＮＰＯ法人ファザーリングジャパン九州理事の
馬場義之氏が「子どもの関心を引く絵本の読み聞か
せ方」などの極意を伝授した。参加した12人の父親
は、子育てに生かそうと熱心に講座を受けていた。

手刈り・掛け干しに挑戦！
　９月29日、小平集落で津江小学校５年生が５月
下旬に田植えした稲が実り、地元農家に教わりなが
ら手刈りした。のこ鎌の使い方にも次第に慣れてサ
クサク収穫が進み、束を結ぶのに苦心したものの、
無事にならし掛けができた。「機械では速いけど手
作業は大変だった。これからはお米を大事に食べた
い」とお米のありがたさを実感した体験となった。

戦没者を追悼し、平和を祈念
　９月26日、上津江戦没者慰霊祭が上野田地区に
ある慰霊塔前広場で行われた。17人が出席し、戦
没者の供養を行った。式典終了後、出席者で輪に
なって戦没者を悼む会を行い、中には戦没者や戦時
中の思い出を涙ながらに語る人もいた。参加者は
「私たちがこうして平和に暮らせるのは戦没者の
方々のおかげと思っています」と話した。
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まちの話題

子供たちの安全を守ります！
　９月16日、なかつえ保育園で不審者対応訓練が
行われた。この日は、不審者に紛した警察官が園内
に登場し、園児や保育士たちは、突然の出来事に驚
いていた。また、参観日として来園していた園児の
祖父母らも警察官とのやり取りを熱心に見学。自宅
などの地域でも今回学んだ対応を生かしたいと話し
ていた。

「イザという時への備え」講座
　10月１日、中津江公民館で中津江むらづくり役
場が「イザという時への備え～介護保険編」と題し
て介護サービスに関する講座を行った。中津江むら
づくり役場関係者や民生児童委員がサービスの種類
や現在の地域での利用状況を学んだ。参加者から
は、利用料金や隣町の事業所を利用できないかなど
具体的な質問や意見が出ていた。

美味！天瀬のぶどう
　合田の天瀬集出荷場でぶどうの出荷が始まった。
天瀬ぶどう部会の16生産者から持ち込まれたぶど
うは、黒い真珠のような輝きの「ピオーネ」と黄緑
色が美しい「シャインマスカット」の２品種。県内
では主に大分市や別府市などに出荷される。生産者
は笑顔で「おいしく仕上がっている。天瀬のぶどう
を皆さんに味わってもらいたい」と話した。

運動会がんばったよ!
　９月26日、五馬市の五馬保育園で運動会が行わ
れた。例年、隣接するいつま小学校の運動会と合同
で行われており、今年も小学校の児童と一緒に様々
なプログラムに取り組んだ。可愛い飾りを付けたダ
ンスやかけっこ、ちびっこマーチなど、小さい体で
一生懸命頑張る園児の姿に、観客からは大きな拍手
や声援が送られていた。

天瀬前津江

中津江

御前岳にチャレンジ
　９月23日、朝日公民館のあさひチャレンジ倶楽
部生16人が御前岳シオジ原生林で登山を行った。
初めに、前津江公民館で御前岳を紹介した探訪番組
「ふるさとの風景」を見たあと登山を開始。子供た
ちは中腹で昼食を取り、透き通った水を飲み疲れを
癒した。登山を終えた子供たちは「少し疲れたけ
ど、いい体験ができた」と話した。

御前岳岩屋環境整備
　10月３日、地元の有志・公民館セミナー会員・中
学生等総勢38人が御前岳の中腹「田代岩屋」で柵の
取替え作業を行った。朝10時に御前岳登山口に集合
したメンバーは、それぞれ事前に加工した材料を担
ぎ岩屋に向け出発した。約40分後、岩屋に到着し柵
の組立てや周辺環境整備を行った。参加したメン
バーは自然の中で気持ちいい汗を流していた。

彼岸花に誘われて
　９月中旬、本城地区の合楽川沿いに彼岸花が真っ
赤に咲き乱れた。この彼岸花は、30年ほど前に数
人の住民が植え始めたのが始まり。その後、地域の
活性化のため本城地区の住民らが協力して、合楽川
沿いに球根を植え付けた。今では、坊籠の橋を挟ん
で両側いっぱいに咲き、市内をはじめ遠方から訪れ
る多くの見学者を楽しませている。

足の健康を知ってほしい
　９月24日、天瀬公民館主催の「足育」講座が開催
された。講師は、日田市在住の原律子さんで、参加
者は公民館教室の輝塾のメンバー14人。日頃話題に
上がらない足の健康について考え、これからの10
年、20年後も自分の足で歩ける生活を目標に、足の
指を使ってできる運動などを体験した。参加者から
は「今後も続けていきたい」との感想が聞かれた。

そくいく ごうらくがわ

ぼうごもり

きらきら
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▲集落回りを行う川村さん

集落支援員活動⑦
地域を盛り上げます！ 今回は上津江地区で活動している川村さんを紹介します！

　今年６月から、集落支援員として上津江地区を担当してい
る川村です。
　集落支援員として４か月が経ちました。今年度は、主に集
落回りを行っています。新型コロナウイルス感染症の影響に
よって、地域の皆さんとお話しする機会が十分に取れないこ
ともありますが、行事等で声を掛けてくださったり、上津江
地区振興協議会の人たちと週２回お惣菜配達をしたり、皆さ
んに助けてもらいながら活動しています。最近少しずつです
が、地域の皆さんが困っていることやお手伝いしてほしいこ
とを、話してくれるようになり喜びを感じています。
　上津江地区の皆さんの笑顔がたくさん見られるような活動
をできればと思っています。ご相談や要望などがありました
ら気軽に声を掛けてください。よろしくお願いします。

川村美保さん
み ほ

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

大好き図書館！

  

心の架け橋 お客様にはいろいろな人がいます～誰もが使える連絡手段～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解
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介
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ざ
と
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日
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の
つ
な
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り
を
大
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。

今
号
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災
害
支
援
・
防
災
・
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住
定
住
の
三
本
柱
で
活
動
し
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い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
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リ
エ
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介
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◆
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Ｏ
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
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２
０

１
９
年
に
設
立
し
た
法
人
。
住

民
の
命
と
暮
ら
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を
守
り
、
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時
か
ら
互
い
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支
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い
安
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し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
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・

ひ
と
づ
く
り
を
掲
げ
、
「
災
害

支
援
」
「
防
災
活
動
」
「
移
住

定
住
促
進
」
の
三
本
柱
で
活
動

し
て
い
る
。

◆
災
害
支
援
と
移
住
定
住
の
関

係
は
？

　
日
田
は
５
年
連
続
で
県
外
か

ら
の
移
住
者
数
県
内
１
位
と

な
っ
て
い
る
が
、
移
住
後
に
地

域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ず
に
孤
立
し
て
い
る
移
住

者
も
み
ら
れ
た
。
災
害
時
に
は

い
ち
早
く
近
所
の
人
で
声
を
掛

け
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

平
時
の
つ
な
が
り
が
何
よ
り
も

重
要
で
あ
る
一
方
、
移
住
者
と

地
元
の
人
が
交
流
す
る
機
会
が

少
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
市
と
の
協
働
事
業

で
「
移
住
者
交
流
会
」
を
開
催

し
、
移
住
者
同
士
や
地
元
の
人

と
の
交
流
の
き
っ
か
け
を
作
っ

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
久
し

ぶ
り
に
家
族
以
外
の
人
と
話
が

で
き
た
と
い
う
人
や
、
自
分
と

同
じ
境
遇
の
人
と
話
せ
た
こ
と

を
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ん
で
い
る
人
も
い
た
。

　
ま
た
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー
で

は
物
件
だ
け
で
な
く
、
移
住
希

望
者
と
地
元
の
人
と
の
交
流
を

行
い
、
移
住
前
か
ら
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
も
心
掛
け
て
い

る
。

　◆
垣
根
を
な
く
し
た
つ
な
が
り

　
移
住
者
も
地
元
の
人
も
、
お

互
い
を
知
ら
な
い
と
警
戒
し
て

し
ま
う
。
し
か
し
、
互
い
を
知

る
こ
と
で
、
支
え
合
い
助
け
合

う
関
係
が
生
ま
れ
、
よ
り
住
み

や
す
い
環
境
が
生
ま
れ
る
。
人

の
つ
な
が
り
こ
そ
命
と
暮
ら
し

を
守
る
何
よ
り
も
大
切
な
要
素

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図書館の仕事、体験してみませんか
　図書館では「図書館ボランティア」と「選書モニ
ター」を募集しています。

　書架の整理や本の修繕・整備、図書館内外の環境美
化作業や本の読み聞かせ等、様々な作業をしてもらい
ます。また、図書館ボランティアは随時募集していま
す。

　書籍販売会社から図書館に配送された本の中から、
購入することが適当と思われる図書を選んでもらいま
す。選書は、図書館が開館している日であればいつで
もできます。
■モニター期間　令和４年３月31日㈭まで
■申込期限　11月30日㈫

図書館ボランティア及び選書モニターの申込
みは図書館の窓口で受け付けています。興味
のある人はお気軽にお問い合わせください。

来館者の皆さんへお願い
・自宅で検温し、熱などの風邪症状がある場合は来館
をご遠慮ください。
・手指の消毒、マスクの着用、咳エチケットで飛沫感
染防止にご配慮ください。

新刊情報
マンガでわかるもふもふ
小動物たちの飼育書
デグー飼い始めました！
大野瑞絵／著者　
㈱誠文堂新光社

人気上昇中のデグーですが、「何を食べるの？」「人にな
つくの？」などなど、わからないところがいっぱい。デ
グーはとても人懐こい動物であること、声でコミュニ
ケーションをとることなどを、とことん解説。ゆるっとか
わいいマンガでわかる、初心者にやさしい飼育書です。

開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　11月13日㈯　
　午後３時～
　11月27日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

28

土日 月 火 水 木 金

11月の休館日（○…休館日）
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３
10
17

７
14
21

　耳に不自由があるＳさんのお話です。
　ある会社から手続案内が届いたＳさんは、その会社に
問合せをしようとしました。ところが、案内には電話番
号しか書かれていなかったので、問い合わせることがで
きませんでした。Ｓさんは耳が不自由なため、「電話で
話す」ことができません。日頃は手話や筆談を使ってい
ます。他に、携帯電話のメールやメモ機能、ファックス
を使っていろいろな人と連絡をとっています。今回届い
た案内には「電話で話す」問合せのみの対応だったた
め、Ｓさん一人で問合せができませんでした。結局Ｓさ
んは、手話通訳の人にお願いし、手続を終えることがで
きました。メールかファックスでの問合せ先があれば、

一人でできた手続なのにとＳさんは残念そうでした。
　今回のように、会社の連絡手段が一つだけに限られて
しまうと、Ｓさんのように困るお客様がいます。お客様
にはいろいろな人がいます。そのため、耳や言葉、目な
どに不自由があっても、誰でも公平に気軽に連絡ができ
るように、電話、メール、ファックス等、複数の連絡手
段を併用することが合理的配慮として望ましいです。
　最近はメールの普及によってファックスを使わない会
社が増えていますが、耳や言葉の不自由な人にとっては
大事な連絡手段です。誰もが使えるよう、あなたの職場
の連絡手段をもう一度見直してみましょう。

図書館ボランティアとは

選書モニターとは

▲ロゴマーク

空き家の利活用を目指して、登録物
件を開拓中です。案件があれば、ご
連絡ください。
問ＮＰＯ法人リエラ
　☎０９０-１４５２-４１１０
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佐藤壱咲ちゃん
（３歳・大宮町）

金﨑旬哉ちゃん
（２歳・財津町）

いっさしゅんや

中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和３年９月30日現在） 

■人口　
　63,159人
　（前月比－66人）
・男　29,962人
・女　33,197人
■世帯数
　27,455世帯

　お話し会
　11日㈭・25日㈭　11:00～
　★ふれあいｄａｙ
　16日㈫　11:00～
　玉ねぎ苗植え
　17日㈬　11:00～
　★音あそび（療育事業）　
　26日㈮　11:00～
　★チャレンジキッズ
　27日㈯　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設11月の主な催し　　

●お話し会
　　11日㈭　10:30～
　　17日㈬　15:30～
　折り紙制作
　25日㈭　10:30～
　プラバン作り
　27日㈯　10:30～

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　毛糸工作
　13日㈯　10:30～
　粘土遊び
　17日㈬　10:30～
　ビーズ工作
　27日㈯　10:00～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ピラティス
　10日㈬・17日㈬
　10:00～11:00
★ベビーマッサージ
　15日㈪・16日㈫
　10:00～11:00
★お誕生会　25日㈭　10:00～11:00
※誕生者は、９:45までに来て
　ください。

★世代間交流～豆田散歩～
　12日㈮　10:00～
●フレンズデイ（土曜開放日）
　27日㈯　10:30～12:00

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★試食会
　８日㈪　11:15～12:00
★わらべうたベビーマッサージ＆
ファーストパパママクラブ

　10日㈬　13:30～
★プレママクラブ
　17日㈬　13:30～15:00
★リトミック
　30日㈫　11:30～12:00

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ

　１月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　12月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

武内穂乃ちゃん
（１歳・琴平町）

乳

乳

小

乳

乳

小

小

乳

小

乳

小

乳

新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更
する場合があります。詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）から確認してください。

杉野 臣ちゃん
（１歳・上城内町）

諌山実晴ちゃん
（１歳・下井手町）

ゆうた ゆ なおみ みはるほ の
堀 優太ちゃん
（１歳・北友田１丁目）

千原夕奈ちゃん
（１歳・丸山２丁目）

山口彩葉ちゃん
（１歳・財津町）

黒川みなみちゃん
（１歳・石井町１丁目）

いろは あ み な お
増永菜央ちゃん
（１歳・中城町）

なおた
相良尚汰ちゃん
（２歳・淡窓２丁目）

梶谷彩心ちゃん
（１歳・東町２丁目）

各施設では、入園していなくても親子で参
加できる行事などを実施していたり、園の
見学をしたりすることができます。
認定こども園・保育園等の情報は市ホーム
ページ又は右記二次元コードからご覧くだ
さい。

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家
族皆さんでの子育てをサポート！
お子さまに合わせた予防接種スケジュールを
自動で作成し、接種日が近づくとプッシュ通
知でお知らせします。
登録は無料です。是非、ご活用ください。

■日田市子育て支援アプリ「ひたんこナビ」■

二次元コードからダウンロード！

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回登
録申請書を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）
は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２ 11
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児童虐待かもと思ったら
　　すぐにお電話ください。

お住まいの地域の児童相談所につながります。

問こども家庭相談室こども家庭相談係☎㉒８２３０（市役所１階）

・・・・
11月は
児童虐待防止
推進月間です　

連絡は匿名で行うこともできます。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
※一部のＩＰ電話からはつながりません。

下記でも相談を受け付けています
■大分県中津児童相談所☎０９７９-２２-２０２５
■こども家庭相談室☎㉒８２３０（市役所１階）
■大分県日田警察署☎㉓２１３１
■大分県西部保健所☎㉓３１３３
■大分地方法務局日田支局☎㉒２７１９

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、
溺れさせる、

やけどを負わせる、
家の外に締め出すなど

性的虐待
子供への性的行為、
性的行為を見せる、
ポルノグラフィティの
被写体にするなど

ネグレクト
乳幼児を家に残して
外出する、食事を

与えない、自動車の中に
放置するなど

心理的虐待
言葉によって脅かす、
無視する、子供の
目の前で家族に対して
暴力を振るうなど

児童虐待とは？

1262
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